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サンボツト石油暖房機 

(密閉式石油ストーブ） 

取扱説明書 


型名 


FF- 1601 TS 



ご 
使 
用 
前 
に 
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A 警告 


おが気筒をおず 
点おして<ださい 


盈廳 


A 危険 

ガソリン晚禁 
使用お料:のミ由 


• このたびはサンポット石油暖房機をお買いあげいたださまして、まことにありびとラございました。 
•お使いになる前に必ずこの取扱説明書をよく読んで、ス I ブを正しくご使用ください。 

なお、この取扱説明書は、保証書•工事説明書と共に必ず保存してください。 

お客さまご自身による工事は筒埃です。据付け工事は販売店や専門業ちにご依頼くださし、。 
(ストープを移設させる場合ち同じです。） 

• 取扱説明書の巻末には保註書が付いていまず。 

保註書はよりよい製品作りやアフターヴービスの向上に役立たせていただきますので、お手 
数でずが所定事項のご記入をご確認のラえ、必ず巧註書(販売店様控)をお買いあげの販売店 
にお渡しください。 



面911ポ! jK な式を巧 


き末 


3〜23 


点検•その他 
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I 特にを意していただをたいこと 

安全のために必ずお守りください 

この取扱説明書には本機をを全に正しくお使いいただくために、守っていただきたい事項び 
表示されています。 

表示内容をよくご理解いただき、本文をお読みください。 

♦ここに示した事項は警告、么注意に区分していまず。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死じ、重傷を負う 
可能性、または火災の巧自到まび想定される内容を示しています。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ 
可能性や物的損害の発生び想定される内容を示しています。 


♦イラスト（まんび)の横に支 

0 ® 

5るマークは次のように表しています。 

® ⑩媛 h -。 

禁止 

OC 

マ ー ク 

指/で 

A 

マー ク 

、、 ■ ■ ■ 
注 局 


ご使用前に 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


警告 ( WARNING ) 

ガソリン厳禁 

•ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使 ■ 啤巧 

用しないでください。 

火災の原因になります。 ガ、り1ン厳牺 

〇 

巧油 

X 

を 



給排気筒(管、ホース)がれち険 

•給排気筒(管、ホース)びかれたまま使用し 
ないでください。 

かれていると運転中に排ガスび室内に漏れ 
て、を険です。 

給排気筒トップ閉そく危険 

• 給排気筒トップの周りび雪でふさがれたま 
まで使用しないでください。ふさがれてい 
るとさは、除雪してください。 

開そくしていると運輯中にがガスび室内に 
漏れて、を険です。 


0 


禁止 


0 

禁止 


r 




巧類の乾燥厳禁 

• 巧類などの乾燥には使用しないでください。 
巧類び落下して火びつさ、义災の原因にな 
ります。 


0 


禁止 


温風吹出口をふさびない 

•巧類、紙などで温風吹出□や空気取入□を 
ふさびないで < ださい。 

巧類、紙などでふさぐと、火災の原因にな 
ります。 

スプレー 吿厳禁 

•スフレー吿やカセットこんろ用ボンベなど 
を、温風のあたるところに放置しないでく 
ださい。 

熱で宙の圧力び上びり、爆発して危険です。 


0 


禁止 


0 


禁止 
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す 
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安全のために必ずお守りください 


爪警告 ( WARNING ) 

定期点検の実施 1 

•定期的 （2 年に1回程度）に点検•整備を受 ^ 

けてください。 

点検を受けずに： R 類使用し続けると、故 WW A 

障や事故の原因になり危険です。 it .- R 

点検•整備はお買い求めの販売店や資格者 / n 

のいる店に依頼してください。 1 \ 

■ 

□ 

圍 


ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

•お客さまご自身による工事は危険です。 1 

据付け工事は販売店や専門業ちにご依頼く \ y 

たさい。 曾|卜 f 

(ストーブを移設させる場合ち同じです。） ^ ' 1 《 

も咖 

B 

賊，八 

A 注意 ( CAUTION ) 

カーテン、寝具など可燃物近接禁止 

•力一了ン、寝具などの燃えやすいちのを近 |X i 

づけないでくださ L )。 V «^ 

火災び発生するおそれびあります。 

省 

己 

H M 

‘因 

可燃物との距離を離ず 

■可燃物との離隔距離については標準謝け 
例 (32 〜33ぺ-ジ)を参照してください。 

指示 

給油時消乂 

•义災のおそれびありますので、給油は、必 SB 

ず消'义し、义の気のないところで行ってく 
ださい。 指示 

■ 

n 

■ 

無をを'^ 

椅 

異常-故障時使用禁止 巧 

万一異常を感じたときは、使用しないでく fX 1 ^ 

ださい。 

異常燃焼のおそれがあります。 が F 1 1 

咬かづ 

■ 

□ 

，圓 

) .ク 

感 

、 































































I 特にを意していただをたいことっづき 


A 注意 （ CAUTION ) 


温風(し直接あたりない 

•温風に直接長時間あた5ないでください。 
低温やけどや日な水症状になるおそれがあり 
ます。 


0 

禁止 



高温部接触禁止 

•燃焼中や消火直後は、高温部(温風吹出 □ 
など)、排気筒(給お惊筒トップ)に手など 
ふれないで < ださい。 

やけどのおそれびあります。 


禁止 



指や異物を入れない 

■温風吹出□や空気取入□などに指や異物を 
入れないでください。 

けびや火災のおそれびあります。 


0 

禁止 



腰をかけたり物をのせない 

•ス I ブの上にのったり、腰をかけたりしな 
いで < ださい。 

ストーブの故障ややけどのおそれがあります。 
• ス I -ーブの上に巧びんや水を入れたちのな 
どを置かないで < ださい。 

7j< びかかると漏電や故障のおそれがあります。 


0 

禁止 



分解修理の禁止 

•故障、破損した5、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 


禁止 



5 
































































安全のために必ずお守りください 


A 注意 （ CAUTION ) 


改造使用の禁止 

•改造して使用しないでください。また、ス 
I 'ーブや排気筒には床暖房用の熱交換器な 
どを取り付けないでください。 

义災やがガスび室内に漏れる原因となり危 
険です。 


0 


禁止 


■ 


冶 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 

• 給排気筒トツプの近くに、巧油や可燃物な 
ど弓 I 火のおそれのあるちのを置かないで< 
ださい。 

义災のおそれびあります。 

特殊な場所での使用禁止 

ス I -ーブは居室の暖房用としてつく 5れた 
ちのですので、乾燥室、温室、飼育室など 
では絶対に使用しないでください。また、 
ク IJ 一ニング店、美容院など化学薬品を使 
用ずる場所では使用しないでください。 

化学薬品などの影響により異常燃焼や故障 
の原因になります。 


§ 

§ 





盆空 




お 

成、 

^ 1 

m 



巧 

□ 


ク 

1 


マントルピース内据付け禁止 

• マントルピース内には据付けないでください。 
ス I -ーブび故障したり、义災の原因になり 
ます。 


0 


禁止 


r 

こ 


]C 〔 




高地ミち意 

標高1000 m 未満でご使用ください。 

標高1 OOOm 〜2000 m で使用する場合は調 
醫び必要でず。 

(詳しくは、工事説明書の（ 高地で使用の場合) 
を参照して < ださい。） 

そのまま使用しますと、空気不足となり、異 
常燃焼の原因になりまず。 


A 

を意 



ご使用前に 
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I 特にま意していただをたいことっづき 


A 注意 （ CAUTION ) 

電源コードを傷めない 

•電源コードに無理な力を加えたり、物をのせ /V \ 

たりしないでください。また、電源プラグを i 
巧くとさは、コードを持って引を抜かないで 

ください。 禁止 J 

义災ゃ感電の原因になりまず。 

■ 

□ 

づ 

. — = 

へ 

f 

電源プラグは確実に差し这む 

•電源プラグはコンセントに根元まで確実に差 
し込んでください。 • 諭 

ほた、傷んだプラグやゆるんだコンセントは/ 
使用しないでください。） J 

火災の原因になります。 i 目巧 / 

•めれた手での抜さ差しはしないでください。 / / 

感電の原因になります。 / 

を 

1^ 

? 


長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

•長期間使用しないとさは、電源プラグを抜い 
てください。 

义災や予想しない事故の原因になります。 

電源プラグを巧く / 

づ 



電源プラグのお手入れをずる 

•ときどきは電源プラグを抜き、ほこり（及び金 
属物)を除去してください。 1 

(ほこりびたまると湿気などで絶縁不良にな 
り）火災の原因になります。 



油漏れ確認 

•油タンクちよびスト-ブなどか！ 5 な油漏れび K 
ないことを確認の上ご使用ください。 

1 灯油び漏れていると火災のおそれびあります。 } 旨示 

不良打油使用禁止 

•変質な油、不純灯油(ミちれた灯油、水の混じつ f\ 4 
ている灯油等)などの不良灯油を使用しないで \づ 
ください。 を! 5 止 

異常燃焼のおそれびあります。 


7 








































安全のために必ずお守りください 


お願い （ NOTICE ) 


丹油の廃棄 

•巧油の廃棄処分は、巧油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


I ほ用ずる場所 

ス I ブを安全に使用するためには、場所の選定び大切です。 

場所の選定は r 据付け場所の選定及び標準据付け例」の項をお読みください。 （3 吕〜33ぺージ参照) 


■効果的に使用ずるために 


•冷たいか気に接する窓ざねや壁側に据付けると、：令気が暖め5れて対流しますので効果的です。 
■ス I ブの前方に障害物びあると、部屋の温度にむ5びでをる原因になります。 


次の場所では使用しないでください。义災や予想しない事故の原因になります。 


■水平でない場所、不を定な場所 

• 不安定な物をのせた棚などの下 

• 可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 

• 付近に燃えやすいちのびある場所 

• 階段、避難□などの付近で避難のま障となる場所 

•マントルピース内 

■温室、飼育室など人のいない場所 


ご使用前に 
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き部のなまス 

■外観図 


【正面外観図】 


吸込側ルーパ’ 
性気取入 □) 


エアー フィルタ 
(内弧 

置台固定金具 


調節脚 


置台 



吹出側ルーバ 
猫風の出 □) 

表示部 


操作部 




惜面が観図】 


排気管ストツパー 


水平器 
電源プラグ 



9 


























































タイマーランプ 

点な…タイマー点火予約中 


表示切替ラン プ部 

デジタル表示部の設定を表示中 


曜日ランプ 

* 点な…現在曜日表示中 
•点滅…タイマー曜曰表示中 


デジタル表ち部 

N 

•温度表示 •時刻表お 

-左…希望温度 - 

左…時 

-ち…現在温度 - 

も…分 

•チェックモード表示 

) 



午前•午後ランプ 

午前-午後の表示 


コ□ン 

点滅…時計作動中 


運転ランプ 


セーブ ランプ 

•点好 


•点灯 

. 運転中 


. セーブ運転中 

-タイマー点火予約中 


. タイマ— セツ ト時に予約した場合 

• 点滅'' •消义後再点义したとさ 


• 点滅…セーブ運転中に室温が希望温度より2で上昇 

(ス I ■'ーブがをえると点打に変わる） 

V ノ 


した場含(消火中も点ミ威） 

ノ 




ご使用前に 


立口 

作 

操 

B- 

立口 

示 
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ほ用前の準備 


I 燃料 


• 燃料は必ず灯油 ( J 旧1号な油)を使用してくだ 
さい。 

• 不良'灯油(変質な油、不純な油)は絶対に使用 
しないでください。 

• 不良な油(変質巧油、不純な油)を使用すると 
機器の故障の原因になります。 

■給油 

給油はストーブを消火してか5行ってください。 


吸&側ルーパ’を開く 



2 


油タンクの給油□ふたを外し、 

給油する 

• 油量計の表示び n 雨」の印 lii 上には絶対に 
入れないで < ださい。 


給油□ふたを確実に閉める 


4 


こぼれた I 灯油はよ < ふをとる 



>給油するときは、ごみなどび入5ないよう 
注意してください。 

燃焼不良の原因になります。 


吸込側ルーパを閉める 


■給油の目ち 


デジタル表示部に『日/；_』が点滅表示した5 
給油してください。給油せずに30分間燃焼し 
ますと、『日/；_』び点灯表示に変わりストーブ 
は停止します。 
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■点义前の準備と確認 



油漏れの確認 

•油タンクの周囲やス I ブの置台に油漏 
れびないか確認してください。 

万一、油漏れしている場合は油タンクか 
5巧油を抜を、必ずお買い求めの販売店 
又は最寄りのサンポットま店-営業所へ 
ご連絡ください。 


3 給気ホース-排気管の接続の確認 

•給気ホース-排気管び正しく接続されて 
いるか確認してください。 

がれていると運転中に排ガスび室内に漏 
れて、大変危険です。 


0 

己 

0 



禁止 

C - n 

禁止 


ぶ、 

C 


k 一 






準 

備 



ス I ブ周囲の確認 
•ス I 'ーブの周囲及び給排気筒トップの周 
囲に弓 I 火物や可燃物がないか確認してく 
ださい。 

火災や予想しない事故び発生するおそれ 
びあります。 


0 


禁止 



0 


4 電源プラグの接続 

•電源プラグは lOOV の専用コンセントに 
差し込んであるか確認してください。 



に 


































































■ 使用方法 

■点乂 


1 運転スイッチを押して、 r 入」にする 

•運転ランプび点巧します。 

• 1〜2分後着火し、4〜己分後ストーブ 
が暖まりますと温風び吹さ出しまず。 
•消火後再点火した場合、消火操作後已 
秒じ(内であればそのまま燃焼しまず。 
それ LU 後はス I ブび冷えるまで再点 
义しません。（運転ランプ点滅） 




がい 3 願ぃ） 

■運転スイッチを r 入」にし、デジタル表示部に 『 E -1 日』のチェックモードび表示された場合は、排 
気管の接続び不十分であったり、排気管抜け検知 IJ - ド線び正しく接続されていないためです。 
運転スイッチをいったん r 切」にし、ス I ブび停止したのち点検し、確実に接続してか！5、リセ 
ットボタンを巧して、運転スイッチを r 入」にしてください。 


■室温の調節 


•セツトした温度になるように、火力を自動的に調節しまず。 


1 表示切替ボタンを巧して、温度ランプ 
を点なさせる 

•表示切曾ボタンを1回押すごとに 
温度^時計^時刻合せ^タィマー合せ^ 
温度と順次変わります。 


表示切替 


端 

<=>時刻させ 
ロタイマー合せ 


2 温度/時刻設定ボタンの『時/ほ』 

『分/高』を巧して、お好みの温度を 
設定する 

•はじめは、 「20」° C に設定されていまず。 

• 希望温度を上げたいとさは『分/高』ボ 
タンを巧し、下げたいとさは『時/低』 

ボタンを巧してください。 

デジタル表示部の左側 r 希望温度」び変わります。 

1回巧すと1で変わり、巧しつづけると連続して変わります。 

•希望温度の設定範囲は ri 2〜30」でです。 

•希望温度の数字は室温のめやすです。設置条件によっては必ずしを室温と一致しません。 

•希望温度は一度セツトすれば記憶されますが、停電の場合には解除され自動的にに0」でにセツ 
卜されます。 

•現在温度は r 己〜 40」 の範囲で表示されまず。ただし、現在温度び已 °c 未満で ru 、4 crc を越え 
ると 「 H 」 の夕字表示となります。 


温度/時刻設定 




ツ昌 








希望温度/時 


現在温度/分 

午前 

午後 

し 〕 G 

〇 

〇 

IS 
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比較的暖かい時期など、設定室温より室温び上びりずざるとさにはセーブ運転をご使用ください。 
燃焼-消火をくりかえし、室温を調節します。 （ 1日ページ参照） 


■ル固定運転 


■火力を自動的に調節せずに、最ル火力で燃焼し続けます。 


温度/時刻設定ボタンの『時/ほ』を 
巧しつづける 

• 温度/時刻設定ボタンの『時/低』を 
巧しつづけると ri 2」での次に「1_〇」 
び表示されてル固定運転に入ります。 




希望温度/時 


現を温度/分 

午前 

午後 

1 

し〇 

〇 

〇 

/ n 

1 〇 






■ル固定運転の解除 


ミ畐度/時刻設定ボタンの『分/高』を押して、 
お好みの室温を設定する 




希望温度/時 


現在温度/分 

午前 

午後 

1广1 
[し/ 

〇 

〇 

1 n 

1 〇 






I ル固定運転にすると、セーブ運転はできません。 
I 設定されていたセーブ運転は解除されます。 


■消乂 


1 運転スイッチを再度巧して、「切」にする 

•運転ランプび消巧します。 





2 消火を確認する 

• 対流用ファンはス I ブび;ちえるまで回りつづけます。 



•長期間留守にするとさは、必ず電源プラグをコンセントか5抜いてください。 
• 電源プラグは対流用フアンび停止してか5抜いてください。 

•電源プラグをコンセントか5抜いて運転を停止しないでください。 

ス I -ーブび過熱し、故障の原因になります。 

•お出かけになるとさは必ず消义してください。 

運転スイッチを「切」にしてください。 
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I 使用方法 つづき 


■使用上の注意 


高温部にミ主意 

•ス I ブの温風吹出□は高温になりまずので、や 
けどに注意してください。 

• 特にお子さまをストーブに近づけないでください。 
• 給排気筒トツプや排気管は高温です。やけどにま 
意してください。 


禁止 



温風に直接あた！5ない 

• 温風に直接長時間あた5ないで < ださい。 

低温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 
特に体力のない病人、乳幼思お年寄りには、ま 
わりの人び注意してあげてください。 


0 

禁止 



給排気筒トップ閉そ<を険 

• 給排気筒トップの周りび雪でふさびれたままで使 
用しないでください。ふさびれているとさは、除 
雪してください。 

開そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れ 
て、危検です。 



雷時のま意 

•雷び接近したときは、電源プラグをコンセントか5抜いてください。 
激しい雷の影響でストーブび故障するおそれびあります。 


•シーズンオフのよラに長期間使用しないとをは電源プラグを巧いてください。 


ス I ブ前面付近は、温風び熱いので熱に弱いちのを置いたり、敷いたりしないでください。 
変色や変形したりすることびあります。 
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■時刻-曜日台せ 

•はじめて使用ずるときや停電後、表示び 巨司:臣马 になっている場合には、時刻•曜日合せを行って 
ください。 


1 表示切替ボタンを押して、時刻合せ 
ランプを点灯させる 


表ホの普 


D お度 

、甲戸計 

一〇巧刻合せ 
なろィマ-合せ 


2 温度/時刻設定ボタンの『時/ほ』 

『分/副を巧して、現在時刻に合せる 
(例)現在時刻び午後3時10分のとさは、 

『時/低』ボタンを巧して午後3 ; 00 
に合せます。次に『分/高』ボタンを 
巧して午後3 ;10に合せます。 

•ボタンを巧しつづけると表示び連続して変わります。 


温度/時刻設定 




希望温度/時 


現在温度/か 

\ う 前/ 

- 午後- 

- J 

〇 

0 

1 n 
11-1 

/ I 、 





〇曜日設定ボタンを巧して、曜日ランプ 
d を現在曜日に合せる 

•ボタンを巧しつづけると表示び連続し 
て変わります。 
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I 使用方法 つづき 


■タイマー運転 传 イマー時刻合せ 

•おめざめ前の寒い朝などお好みの時刻に運転を開始します 


1 表示切替ボタンを巧して、タイマー合 
せランプを点!打させる 


表示切替 


。;皿居 
曰時計 
、ず^刻含せ 
一.マー含せ 


2 温度/時刻設定ボタンの『時/ほ』 
『分/高』を押して、希望の時刻に合 
せる 

(例)午前己時30分に点火したいときは、 
『時/低』ボタンを巧して午前巨： 00 


温度/時刻設定 

间晴 


t 1 , 

希望温度/時 


現を温度/分 

\ 1 / 
_午前- 

/也 

- 厂 

〇 

0 

〇 

in 

ご/し/ 






に合せまず。次に『分/高』ボタンを 
巧して午前巨： 30に合せます。 

• ボタンを巧しつづけると表示び連続して変わります。 

•タイマー時刻は一度セツトすると記憶されますので、次か5セツトする必要はありません。 
• 停電びあると記憶び解除されます。 

再セツトしてください。 


■タイマー運転 ^イマー点义 


1 運転スイッチを押して、 r 入」にする 

•運転ランプび点巧します。 

•燃焼中にセットする場合、運転スイッ 
チを「入」にずる必要はありません。 




2 タイマーボタンを巧す 

• タイマーランプび点灯します。 

• 1分間デジタル表示部にタイマー時刻を 


表 7 F します。 


タイマ- I 、 

「|1 ろをイマ-つ I 


3 お好みの運転を予約する 

• セーブ運転の予約びでさます。 
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日指定タイマー運乾]時間設定が 24 時間を超える場台は、曜日を指定してくださし、。 


4 曜日設定ボタンで点火する曜日を指定 
する 

•指定した曜日ランプび点'灯します。 
•曜日指定はタイマーボタンを巧してか 
51分 L ソ内(タイマー時刻表示中)に行つ 
てください。 


曜曰設定 






[ 曰一ち一火水木金 ± 


•一度タイマー曜日を指定した後に、曜日変更したい場合は、再びタイマーボタンを押して曜日 
を再指定してください。 

•曜日指定は記憶されません。 

* 曜日指定した場合は、デジタル表示び時計の場合、指定した曜日ランプが点滅します。 

(現在曜日と同じ場合は点滅しません。） 



»時刻 • 曜日合せをしていないとタイマー運転はできません。先に時刻 • 曜日合せを行ってください。 
(1 巨ページ参照） 


• タイマー点火をする場合は、周囲に可燃物があったり、その他危険な状態のないことを確認して 
ください。 

•おでかけのとさはタイマー点火をしないでください。予想しない事故び発生するおそれがあります。 
•曜日指定タイマー運転する場合、現在曜日び合っていることを確認してください。現在曜日び誤 
っていますと、指定の曜日に点火しません。 

•停電したとさや運転中にチェックモードび表示されたとさは、タイマー運転は解除されます。 



■タイマーセツトの解除 


1 運転スイッチを再度押して、 r 切」に 
する 

•タイマー時刻前に点火する場合は、再 
度タイマーボタンを巧しまず。 


1胡 


乾 
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I 使用方法 つづき 


■セーブ運転 

•比較的暖い時期など、設定室温より室温が上がりすぎるとさにご使用ください。燃焼•消义をくりかえし、室温を調節します。 


1セーブボタンを巧す 

1 •セーブランプび点灯します。 

它ーブ 

• 室温び希望温度より約2で上昇したとさは、セーブラ 
ンプが点滅となり、この状態が已分間続くと消火にな 
ります。 



• 再点火は室温び希望温度に下がったとさ、セーブラン 
プび点滅か5点灯に変わり、点火になります。 

•セーブ運転は燃焼-消火をくりかえしますので室温の 
変動が大さくなります。 




■セーブ運転の解除 


1 セーブボタンを再度巧す r 

■セーブランプび消巧します。 亡づ 

1(0 它ーブ J 



•デジタル表示部左側 r 希望温度」に「1_〇」表示されているル固定運転では、セーブ運転はでさません。 
•セーブ運輯は一度セツトすると記憶されますので、消火してを解除されません。 

•停電したとさや運転中にチェックモードが表示されたとさは、セーブ運転は解除されます。 
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■風向き調節のしかた 


1 ルーバの角度を上下に調節して、風 
向きを上下に変える 

• ルーノ（の調節はルーノ（の奥側を上下に 
動かしてください。 

2 風向板ををちに調節して、風向きを 
左ちに変える 



•ルーバ、風向板は運転中高温になりますので、絶対に運転中は風向さ調節は行わないでください。 
ス I ブび停止して、冷えてか5行ってください。 
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* を全装置が作動した場合、運転スイッチを r 切」にし、ストーブがをえてか！5下記の処置 
をして < ださい。 


を全装置のなまえ 

• 作動の原因 

チェックモード 

処置のち法 

対 震 自動消火装置 
• 地震(震度已程度 L ソ上)のとを 
•強い振動や衝撃を受けたとさ 

E - G ,? 

ストーブの周囲や給気管-排気管のが 
れやゆるみ、油漏れなどの異常びない 
ことを確認し U セットボタンを巧して 
ください。 

停電を全装置 

•停電したとさ 

•電源プラグび抜けたとさ 

E-IJ 1 

通電後、ス1ブび;ちえてか5 IJ セッ 
トボタンを巧してください。 

過熱防止装置 

•エアーフイルタにほこりびたま 
つたり、 P ぶ込側ルーパ'び力ーテ 
ンなどでおおわれたとさ 

C _ n n 

し U 1 

エアーフィルタの掃除や障害物などの 
原因を取り除いてか5 IJ セットボタン 
を巧して < ださい。 

点火を全装置-燃焼制御装置 
• 点火不良 (30 分 ULh 点火しない） 

C.n j 

し U J 

次のことを確認し、 U セットボタンを 
巧してください。 

• 油タンクに巧油びない場合には給油 
してください。 

巧油がある場合には、お買い求めの 
販売店又は最寄りのサンポットま店- 
営業所へご連絡ください。 

•途中で火び消えたとさ 

C - 广, C 
し U J 
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■ その他の装置 


装置のなまえ 

• 作動の原因 

チェックモード 

処置の方法 

排気管巧け検知装置 
•排気管接続部のがれ 
• 排気管おけ検知 IJ ー ド線びかれ 
たり断線したとさ 

E - 1 S 

排気管や排気管おけ検知 U — ド線を点検 
し、確実に接続してか 5 IJ セットボタン 
を巧して < ださい。 

油切れ検知装置 

•燃料びなくなったとさ 

f - / 0 

ス1-ーブび;ちえて送風機び停止してか5 
給油し、 U セットボタンを巧してくださ 
い。 

水検知装置 

■油タンクに水び混入したとを 

E -0 8 

附属のスポイトで油タンクの底にたまっ 
た水をおさ取ってか5 U セットボタンを 
巧してください。 

に4ぺージ参照） 
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給気ホース 
排気管 


I 給気ホース•排気管の接続箇所びか 
れていないか点検します。 

I 給気ホースび排気管にあたってい 
ないか点検します。 




給排気筒トツプ 


室外の給排気筒トツプび鳥の巣や 
ビニール 袋などでふさびれていな 
いか点検します。 



油漏れ•油のたまり 
油のにじみ 


I ミ由タンクや置台に油漏れ、油のた 
まり、油のにじみがないか点検し 
ます。 


周囲の可燃物-引义 
物 

• ス1ブの上や周囲-給排気筒卜 。ふ\ 

ップの周囲に可燃物、引义物びな ^ 

いか点検します。 

与 

己 

■ 

因 

排ガスの漏れ 

•排ガスのにおいや、目びチカチカ ^ 

しないか点検しまず。排ガスび漏 < 

れていますと危険です。 

m 

> 

i 


使 


用 


ご 


と 


給排気筒トツプ 


I 給排気筒トツプび雪や氷でふさび 
れていないか点検します。ふさび 
れていると異常燃焼することがあ 
り危険です。 



■日常の点が手入れ 

■点検-手入れのときのを意 

•必ず運転スイッチを r 切」にして、ストーブの運転を停止し、ストーブがをえた状態で 
行ってください。 

■点検•手入れの必要項目、時期、方法 

時期 1点検•手入れ項目1 方 法 


シ—スンはじめ 
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点検-手入れ項目 
エアーフイルタ 


方 

P 及込側ルーバを手前に引いて、エ 
アーフィルタの固定ねじをがし、 
前に引き出してください。 
エアーフイルタに付いたほこりを 
掃除機などで取り除きます。 


法 


エアーフイルタ 


固定ねじ 



ストープ外観 

を全のため、電源プ 
ラグをコンセントぶ 
り抜いてか5行って 
<ださい。 


•ス I ブ-置台などのほこりやミちれは、乾いたやわ5かいななど 
でされし)にふさとります。 

•シンナ ー• アルコール-ベンジンなどは使用しないでください。 


電源プラグ 


油タンクのろ網 


• 電源プラグにほこりび付着していないか点検します。 


給油前にろ網の点検をします。 

ミちれていた5巧油で洗ってください。 



油タンクの水巧さ 


•油タンクに水び混入していないか 
点検します。 

I ミ由タンクにを量の水びたまると、 
デジタル表示部に 『 E - OS 』 び表示 
されますので、油タンクの給油 □ 
か5附属のスポィト又は市販の給 
油ポンプで、油タンクの底にたま 
った水を巧さ取ってください。 


スポイト 



期 

寺 

日 


週に一回似上 


月に1回似上 


2〜3回 

1シ—ズンに 


給油のとさ 


点検.その他 
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■定期点巧 

サンポット密閉式石油ス I 'ーブは使用される場所や条件、また使用時間により消耗-劣化する部品び 
ありますので、修理資格ち〔(財)曰本石油燃焼機器保守協会 ( TEL .03-3499-2928) で行ラ技術管理講 
習会修了者(石油機器技術管理±)など〕による定期点検を受けてください。 

■定期点検の実施時期 

2シーズン毎に1回程度定期点検を受けてください。 

ただし、湿度の高いところ、ほこりのをいところ(例えば、厨房室や製綿工場など)、温泉地域などでご 
使用の場合は、1シーズン毎の点検び必要となりますのでお買い求めになった販売店にご相談ください。 


定期点検 


定期点検は専門の技術ちが、設置状態、給排気まわりの点検-安全装置及び運転動作の点検-確認、 
使用時間により消耗劣化しやすい部品の点検などを行います。 

ち全にお使いいただくために製品の状態を点検診断するちのですか5必ず受けてください。 


お申し込み先 


お客さま^お買い求めになった販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所。 


定期点検費用 


定期点検の費用についてはお買い求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所にご相談ください。 
定期点検の結果、部品交換及び修理などび必要な場合は、処置内容及び費用についてお客さまにご相 
談申しあげます。 


■定期点検の内容 


定期点検の内容 

項 目 

設置状態、給が気まわりの 
点検.確認 

• 製品の設置-使用状態 • 送油経路部の油漏れ 
•給排気筒接続とつまり 
•給排気筒トップのつまり 

安全装置及び運転動作の点 
検-確認 

•安全装置の働さ •運転動作の点検 

•操作部品や動く部品の働を 

環境-使用時間によりち化 
しやすい部品の点検-交換 

•点火ヒータなどの点検 

•給排気部品-排気管接続用 □ U ングなどの点検 
• ノ （ー ナ-燃焼 U ングなどの点検 
• 各種送風機の点検 • 各種パッキンの点検 

製品の清掃-壁備 

•本体内 •エアーフィルタ•対流用ファン 

•油タンクの水抜さ •ろ網 •電磁ポンプ 

• 電磁ポンプフィルタ ■ 送油経路 
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I 巧障•異常の見分け方と処置方法 


次のような場合は故障ではありません。 


現 象 

原 因 

点 

义 

時 

病 

义 

時 

巧]めて使用ずるときやシーズン 
始めに、煙やにおいが出る 

耐熱塗料やほこりび焼けるためです。 

異常ではありません。 

「ピチピチ」や r カンカン J といラ 
音がする 

本体内部の加熱-冷却時に出る金属の膨張-収縮音です。 
異常ではありません。 

rtin 

焼 

時 

青炎の中にホ义が混じる 

異常ではありません。 

炎の一部が揺日ぐ 

異常ではありません。 

「カチカチ J という音がする 

電磁ポンプの運転音で、異常ではありません。 


点検.その他 
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I 巧障•異常の見分け方と処置方法っづき 


異常げ生じた場合は下表を参照して、お客さまご自身で処置してください。 


\ 現象 

原因 \ 

運 

転 

フ 

ン 

プ 

が 

点 

な 

し 

な 

し、 

点 

乂 

し 

な 

い 

炎 

が 

立 

上 

が 

る 

デジタル表示部に表示された 
チェックモード 

処 置 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

と-- G 

しご-ご 3 

i 5 -G 5 

と-- G C つ 

と -- G 1 

E -0 8 

と--/, 3 

と--け 

電源プラグがコンセ 
ントか！5巧けている 

♦ 










電源プラグをコンセ 
ントに確実に差し込む 

12 

油タンクに灯油びない 


• 



• 




• 


給油する 

11 

停電があった 




• 







IJ セットボタンを巧ず 

21 

油タンクに水やごみ 
がある 


参 



• 



• 



水なさ、掃除する 

22 

24 

エアー フイルタにほ 
こりがたまっている 







• 




掃除する 

21 

24 

吸込側 ルー パび カー 
テンでふさびっている 







• 




力ーテンを取り除く 

21 

給が気筒トップの先 
端がふさがれている 



• 








給が気筒トップ先端の 
しゃ閑物を取り除く 

23 

地震や強い衝撃びあ 
った 






• 





ストーブ周囲、油漏れ、 
給が気筒を点検する 

21 

排気管が巧けている 










♦ 

確実に接続する 

22 


じ(上の方法で点検し、処置してちなお5ないとさは、使用を中止しお買い求めの販売店又は最寄りのサ 
ンポットま店-営業所へご相談ください。 

修理をお申しつけのとさには故障内容をできるだけ詳しく、また表示部に表示されるチェックモードを 
ご連絡ください。 
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チェックモードに下記のような表示び出たときは、お買いホめ①販売店又は最害りの 
サンポットま店-営業所へご連絡ください。 



このような現象のときは使用を中止し、販売店にご連絡ください 

•使用される場所や条件又は長期間の使用により、下記のよラな現象び見5れる場合には使用を中止し 
て、必ずお買い求めの販売店に修理依頼、又は最寄りのサンポットま店-営業所へご相談ください。 


がガスのにおいがしたり、目がチカチカする 
• 排ガスび漏れているおそれびあります。 

排ガスび室内に漏れていまずと、危検でず。 



点义•燃焼•消义ずるときに「ボーン J といラ大きな音びした 
• ストーブび損傷したり、パッキンが飛散し 
てし)るおそれびあります。 

\ボン/ 


: i 


)) 


黒煙を出して燃える 
•燃焼び異常になっています。 




置台に油が漏れている 

•油タンクや送油配管より油が漏れています。 



点検.その他 
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部品交換のしかた 


• 経年により消耗、劣化しやすい部品びあります。 

•異常かなと思われました5、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所にお問い合せ 
ください。個人での不完全な修理は危険でず。 

•修理資格ち〔(財)曰本石油燃焼機器保守協会で行ラ技術管理講習会修了ち(石油機器技術管理±)など〕 
が修理いたします。 

■消耗、劣化しやすい部品 


項 目 

内 容 

使用時間により交換が 
必要な部品 

点火ヒ—夕.排気管接続用 OU ング ( J 旧巳24014種 D P 已 0) 

燃焼リング-各種ノ くッキン 

環境によりち化しやず 
い部品 

給が気筒系部品-各種制御基板-燃焼用送風機-対流用送風機 

不良な油を使用されて 
劣化しやすい部品 

電磁ポンプ 



f 呆管(長期聞使用しない場合） 

•長期間使用しないとき（シーズン終了時)は、次の要領でお手入れしてください。 


1 電源プラグをコンセントか！5巧く 
• めれた手で触5ないでください。 
感電のおそれびあります。 


2 ス I ブタ 1 •装、エアーフイルタの掃除をする 

(24 ページ参照） 



3 油タンクの I 灯油を巧く 

•油タンク内に水やごみび残ったままにしておをますと、油タンクび腐食する原因になります。 


4 ストーブは据付けたまま保管する 

■どうしてを取りかして保管ずるとをは、湿気やほこりの少ないところに保管してください。 
•次シーズンに据付けるとさには、必ずお買い求めになった販売店に依頼してください。 
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■仕様 


型 

式の 

呼 

び 

FF -1601 TS 

種 



類 

ポット式、強制給排気あ、強制対流お 

点 

义 

方 

式 

電気点火 

使 

用 

が 

料 

な油 ( J に1号灯油） 

が 

焼 

状 

態 

最大 

最小 

m 

料消 

費 

量 

18.己 kW (1.8 L / h ) 

目.日 7 kW (日.已 9 L / h ) 

発 

熱 


量 

66.670 kJ/h 

21，8已日 kJ/h 

熱 

効 


率 

86.0% 

74.己％ 

暖 

房 

出 

力 

1已 .9 kW 

4.已 2 kW 

油 

タン 

ク容 

量 

20 L 

か 

お 

寸 

法 

高さ1目 OOmm 幅已 42 mm 

奥行日1目 mm (置台を含む） 

質 量 

60 kg 

電源電圧及び周波数 

10 OV 己 0/60 HZ 

定 

巧消’ 

費電 

力 

最大(点火時）113/1 20 W 燃焼時 83/98 W 

待 

機時消 

費電 

力 

3.0/3.0 W 

給排気筒の型式の呼び 

FT -7 S 4 

FWT -7 M - 己 

給 

排気筒の呼び 

径 

D 49 

給排気筒の壁貫通部の? し 径 

83〜 96 mm 

排 

気 

ご曰 

/nn 

度 

26日 t ： ii (下 

電 

流 ヒ 

ユ ー 

ズ 

筒形 20 mm 已 A 

を 

を 

装 

置 

対震自動消火装置、停電ま全装置、過熱防止装置、点火を全装置、燃焼制御装置 

そ 

の他 

の装 

置 

排気管巧け検知装置、油切れ検知装置、水検知装置 





置台（1)、置台固定金具に)、壁固定金具（1)、ワイヤーバンド大（1)、排気管 

附 

属 


品 

断熱カバー(1)、ストツバ ー U ング（1)、 4 X 10 タツピンねじ（2)、 4 X 2 已夕 

(※印は別捆包-別売) 


ツピンねじ（2)、排気管エルボ（1)、スポイト（1)、取扱説明書（1)、工事説明 





書（1)、※給排気筒セツト （1) 



点検.その他 
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■ァフタ-ヴ-ビス 

■保証について 


•保証書は、必ず r お買い上げ曰•販売店名」などの記入をお確かめのラえ、 
販売店か5お受け取りください。内容をよくお読みのあと、大切に保管し 
てください。 

■保証期間は、お買い上げ曰か51年間です。 


■修理を依頼ずるときについて 



「故障.異常の見分けちと処置方法」に従って点検してください。処置してもなお！5ないときは、 
使用を中止し、必ず電源プラグを巧いてか5、お買い求めの販売店又は最害りのサンポットま 
店-営業所へご連結ください。 

修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って販売店が修理いたします。 


ご連絡していたださたい内容 

ご住所 


おなまえ 


電話を号 


製品名 

密閉式石ミ由ストーブ 

型 名 

FF -1601 TS 

お買い上げ曰 

年月日 

が障又は 
異常の内容 

でさるだけ詳しく（表示部のチエック 
モード数字など)お知 S せください。 

訪問ご希望曰 




- 


チェックモード表示 


型名 


•保証期間び過ざているときは、販売店にご相談ください。 

修理によって使用でをる場合は、ご希望により有料修理いたします。 

* 修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されています。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所へお 
問い合せください。 


■補修用性能部品について 


■密閉式石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後10年です。 
• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 
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• 上図では可燃物までの離隔距離を示していまずび、保守点検や性能維持のため、不燃物などの場 
合ち上図離隔距離としてください。 


I 誦す•巧設 

■据付け-移設工事は販売店に依頼ずる 


据付けや移設工事は販売店又は据付業をに依頼し、お客様ご自身では行わないでください。 


■据付け場所の選定及び標準据付け例 


据付けについては、乂災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準があります。 
工事説明書の r 安全のために必ずお守りください」をお読みになり販売店又は据付業ちとよ< 
ご相談してください。また、 r 標準据付け例」については、下図を参照してください。 


【ストーブから周囲の可燃物までの離隔距離】 

•ス I ブち側面と壁面は保守点検のため SOcmULh 離してください。 


可燃物 



可燃物 



点検.その他 
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I 据付け-巧設っづき 


【給排気筒トップから周囲の可燃物までの離隔距離】 



ま(:※ ）6 C ) cm しソ上の寸法は、不燃材を 
使用する場合は 30 cm し化とする。 


可燃物 




• 給排気筒トップは上方及び両側に気流を旧 
止する障害物びないこと。 

■雪のをい地方では、最高積雪面より已 Ocm 
liLh 離れる場所に、給が気筒を取り付けて 
ください。 

* 不燃物の場合でち性能維持のため、上図離 
隔距離としてください（※部は除く）。 


■給排気筒を延長する場合のミ主意 


給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 曲がり L ソ下で取り付け5れる場所を選定してください。 

■積雪地区における注意 


積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒び雪でふさがれないよラな取付場所を選定してくだ 
さい。また、風びよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすこと 
びあります。 

■据付け後の確認 


据付けび終わりました5、もう一度、工事説明書の r ま全のために必ずお守りください」をお 
読みになり、工事説明書に記載されているとおり据付けられているかどうかを確認してくだ 
さい。 

•給排気筒を延長設置している場合、延長長さは 3 m じ(下、曲びりは3箇所む下としてください。 
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■試運乾 


試運転は、販売店又は据付業者とご一緒に必ず行ってください。 


運転準備 


油タンクに給油する 

(1 1ぺージ参照） 



電源プラグをコンセントに差し込む 



運転スイッチを巧して、 r 入」にする 

•運転ランプび点灯しまず。 

• 1〜2分後着火し、4〜己分後ストーブび 
暖まりますと温風び吹き出します。 


消义 


運転スイツチを再度巧して、「切」にする 

■運転ランプが消灯します。 

対流用フアンはス I ブが冷えるまで回 
りつづけます。 


正常運転の目安 

• 正常運起の目をとして28ページのよラな現 
象びないことを確認しまず。 


確認 

• 油タンクか5油漏れびないか。 

•置台の上などに油びこぼれていないか。 



I ス I -ーブより煙やにおいび出ることびあり 
ますが、燃焼室の塗装やパツキン類び焼け 
るためで異常ではありません。最大燃焼で 
数十分運転すると消えまずので、部屋の換 
気をしなび5試運輯してください。 


点検.その他 
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MEMO 


保証書（販売店様控) 


★お買い上げ日 

年月日 

★お 客 様 

ご住巧 

おち前 

電話 （ ） 


★印欄に記入の無い場合は無効となりますので、必ずお確かめください。 


販売店様へのお願い 

(1) 本保証書(販売店様擅)及び次のページの保証書(お客様擅)の★印欄に必ず必要事項をご記入の上、本保証 
書は切り取り線より切り取り保管し、次のページの保証書(お客様擅）は本取扱説明書とともにお客様にお 
渡しください。 

※カーボン紙を差し込んで次のページに複写してください。 

に）本保証書に記載したお客様の個人情報は、保証期間内のサービス活動及びその媛の安全点検活動のため切 
外には使巧しないでください。 


困サシポ！ J 卜從式を巧 

干02日-0301岩手県花巻市北焉□第2地割1番地2日 
お客様相談窓 □ TEL 0198-37-1177 



住所-店名 




★版 売 店 




風 


電話 

( 

) 



型 名 

FF -1601 TS 

★製造番号 

No . 

保証期間 

1年 


修理メモ 


入切り取り線 ▽. 


保註書 
































保証書（お客様控) 


型 名 

FF -1601 TS 

★製造番号 

No . 

保証期間 

1年 


★お買い上げ日 

年月日 

★お客様 

ご住巧 

おち前 

電話 （ ） 



住所-店名 




★版売店 




風 


電話 

( 

) 



★印欄に記入の無い場合は無効となりますので、必ずお確かめください。 


〈無料修理規程> 

1 . 取扱説明書、本体貼付ラペル等のま意書にがった正常な使用が態で故障した場合には、お買い上げの販売 
店が無料修理致します。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お買い上げの販売店にご依頼の上、出張修理に隙して本 
書をご提示ください。なお、離島及び離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場含には、出張に要する 
実費を申し受けます。 

3. 器具はきびしい品質管理のもとに生産しておりますが、使巧される場所や条件、又は使用ひん度等で変化 
することは避けられません。がって未然にトラブルを防止し、末ホく安/むしてご使用いただくために、2 
シーズンに1回程度シーズンはじめか保管する前のどちらかに（石油ふろがま、石油給湯機は1〜2年に 
1回程度)、専門技術者による点検整備を依頼されることをおすすめします。点検整備■交換部品の費巧 
はお客様にご負担いただきます。 

4. ご転居の場含は事前にお買い上げの販売店にごホ目談ください。 

己.ご贈笞品等で本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理がご依頼できない場含には、取扱説明書 
裏面に記載の最寄リの当社ち店-営業所にお問い含せください。 

目.保証期間内でも次の場合には有料修理になります。 

(イ）使用上の誤 U 及び不当な修理や改造による故障及び損傷 
(□) お買い上げ後の取付場所の移動、落下等による故障及び損傷 

(ハ)义災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧、給水の供給時事等(石油ふろがま、 
石油給湯機）による故障及び損傷 
(二)指定 W 外の燃料、不純燃料の使用による故障及び損傷 
(ホ)特殊使用(例えば、車両、船舶への搭載等）に使用された場含の故障及び損傷 
(へ)本保証書の提示のなし\場合 

(卜）本保証書にお買い上げ年月日、お客様ち、販売店をの記入のない場合、或いは字句を書き曾えられた場合 
(チ)条例等に適合しない据付工事が行われたことによる故障及び損傷 

7. 本書は日本国内においてのみ有効です。 

8. 本書は再発巧致しませんので、紛失しないよ5に大切に保管してください。 


修理メモ 


※この保証書は本書に明示した期間、を件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。従ってこの保証書 
によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期限経過傻の修理等についてご不 
明な場含は、お買い上げの販売店または取扱説明書裏面記載の最寄りの当社ち店-営業所にお問いをせくだ 
さい。 

※保証期間経過傻の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは取扱説明書をご覽ください。 
※お客様にご記入いただいた保証書の控えは、保証期間内のサービス活動、及びその後の安全点横活動のため 
に記載内容を利用させていただく場合がございますので、ご了承ください。 

困サシポ！ J 卜な巧をな 

干02日-0301岩手県花卷市北湯□第2地割1番地26 
お客様相談窓 □ TEL 日 198-37-1 177 


保話書 





























困911ポ! Jh なが含巧 


お客様相談窓 □ 〔受付時間：平日午前日時か5午後已時まで〕 
00198-37-1177 FAX .0198-37-1 192 


札幌支店 

〒〇日日- 0 C ]42 

ノ 

札幌市東区本町2条1 OT 目1蚕2日号 

0011 -785-1 211 

FAX .011-782-8262 

訓路営業所 

干 08日-0日日1 

訓路市光陽町8番1号 

00154 -22-5821 

FAX .0154-32-2289 

帯広営業所 

干 08日 -0023 

帯広市西13条南 11 T 目日番地 

00155-22-1335 

FAX .0155-28-2266 

旭川営業所 

干 078-8237 

胆リ1市豊岡7条日 T 目日ま1日号 

巧日1日日- 34-8 の日 

FAX .0166-39-2 157 

函館営業所 

〒日41。8己1 

函館市本通 4 T 目17蚕2已号 

00138-53-2583 

FAX .0138-33-2 180 

仙台営業所 

〒日 83-0034 

仙台市宮城野区覇町 4 T 目2蚕40号 

0022-236-3444 

FAX .022-238-9416 

郡山営業所 

〒日日 3-02 日日 

郡山市堤 2 T 目已番地 

0024-962-9288 

FAX .024-962-9266 

青森営業所 

干 03日-0131 

青森市問屋町 2 T 目] 8ま18号 

巧日 17-738-41 41 

FAX .017-738-5354 

秋田営業所 

干 01日-0914 

秋田市保戸野千代田町1曰番17号 

0018-824-3421 

FAX .018-824-3423 

岩手営業所 

干 02日-03日1 

巧巻市北湯□第2地割1番地2巨 

00198 -37-1 138 

FAX .0198-37- 1188 

首都圏営業所 

干 3が00日1 

新座市尉に T 目24蚕3号 

巧日48471 -842 日 

FAX .048-470-1141 

信越営業所 

干 3 引- 0031 

長野市大字西尾張部1114番地已 

0026-252-6161 

FAX .026-252-6162 

大阪営業所 

〒巳日 4-00 日3 

吹田市江の木町18蚕27号 

006-6337-3211 

FAX .06-6337-3212 

冨山営業所〒日3日-82に冨山市掛尾町47日番地4 

サンボ ッ トエンジニアリング株式会社 

0076420 -2677 

FAX .076-420-2238 

サービス部 

〒日日日-0(]42 

札幌市東区本町2条1 OT 目1蚕2日号 

0011 -785-1 201 

FAX .011-780-2338 

青森ウ-ビスセンタ- 

〒日3日-0131 

青森市問屋町 2 T 目] 8番18号 

0017-738-4414 

FAX .017-738-441 5 


サン ポツ トホームぺージ http :// www . sunpot . coJp / 


事業所名-住所*電話番号は変更することがあります。あ6かじめ了承願います。 


愛情点検 


り 


♦長年ご使用の石油暖房機の点検をぜひ！ 


ご使用の際、 
こんな症がは 
ありませんか？ 


♦油漏れがある。 

♦排ガスのにおいがしたり、 
目がチカチカする。 

♦運転中異常な音びする。 
♦黒煙を出して燃える。 
♦その他の異常や故障びある。 



このよラな場合、事が防止のため使用をせずス 
イッチを切りコンセントから差し込みプラグを 
抜いて、必ずおホめの販売店または石油機器ほ 
術管理±や点検整備±に、点巧修理をご相談く 
ださい。ご自分での修理は危険な場合がありま 
ずから、絶巧なさらないでくださし)。 


ご購入(据巧)年月日 

年月日 

ご購入店名 


TEL 


4 ジ了な田爾测需巧巧盤盘唯 


お客様へ……おぼえのため、ご購入年月日、ご購入店名を記入されると便利です。 


324000已已400 
21呂扫 




















